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＊＊ ２学期 スタート！ ＊＊

夏休みが終わり２学期が始まりました。暑い日々が続きましたが元気に過ごすこ
とができたでしょうか。子供たちが学校に戻り校舎の中も明るい笑顔や元気な声が
響いています。１学期終業式には、「自律」して生活しようと話しました。夏休み
中の充実した経験を生かしながら、行事の多い２学期、さらに力を発揮することを
期待しています。教職員一同引き続き、子供たちとじっくりと向き合い、一人一人
に寄り添った教育を進めていきたいと思いますので、ご支援・ご協力をお願いいた
します。

長い休み明け、学校での生活のリズムを取り戻すために、ご家庭におかれまして
も、規則正しい生活リズムを取り戻せるよう、声掛けをお願いいたします。また、
夏休み中や学期はじめのお子様のことで心配なことがありましたらご相談くださ
い。

＊「友達を思いやる気持ち」＊
今年度本校は、人権教育についての研究に取り組み、西部教育事務所の指定校と

して学校全体で道徳の時間や学級活動、学校行事等、教育課程を見直しながら、心
の教育を図っています。１２月５日（木）には、西部教育事務所管内の教職員の研
修の場として、第３学年と第５学年が公開授業を実施いたします。今年度の指定校
としての取組が児童の心の教育に生かされるよう、学校全体で研修を深めていきた
いと考えます。
小野小学校の児童は、各学年単学級で、幼少時より気心の知れた友達と過ごして

います。互いのことをよく知っていることで、よい面もありますが、そうでない面
も多少なりとも学校生活の中で影響しています。
児童がこれから１０年後、２０年後の将来、たくさんの人々と生活する中で、自

分を大切にしながら幸せに生きていくためには、「まわりの人を思いやる行動」が
大切であると考えます。今年の夏盛り上がった「パリオリンピック」。様々な国の
人々が集まり、スポーツを通して交流しました。そこで、自分が積み重ねてきた努
力の成果を発揮するためには、同じスポーツに挑む仲間を尊重することが必要です。
互いを尊重するために何をすれば、その気持ちや思いが周りの人に伝わるでしょう
か。
オリンピックの観戦を通して、互いを尊重するために、今年度本校が取り組んで

いる人権教育、「あいさつ」や「友達を思いやる気持ち」を大切にしていくことが
重要であると改めて感じました。
「あいさつ」については地域の方々からも、最近の児童の「あいさつ」を褒めて

いただいています。これからも、気持ちのよいあいさつのできる児童の育成に努め
たいと考えます。
「友達を思いやる気持ち」については、学校生活の中で「名前にさんを付ける」

「○○さんと呼ぶ」ことを意識して取り組んでいきます。友達のことを大切にする
気持ちを伝える言葉として、名前や名字にさんを付けることを学校全体で実践して
いきたいと思います。
ご家庭の皆様にもご協力をいただきながら、人権教育の一環として取り組んで参

りたいと思いますのでよろしくお願いいたします。
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９月の予定

２日（月）クラブ（４～６年） ２０日 (金) 運動会係別活動②
５日（木）避難訓練（引き渡し訓練） ２２日（日）秋分の日

ＰＴＡ実行委員会 ２３日（月）振替休日
１０日（火）学校徴収口座振替日 ２５日（水）運動会全体練習
１２日（木）運動会結団式 交通少年団街頭活動
１３日（金）運動会係別活動① ２６日（木）運動会準備（５，６年）
１６日（月）敬老の日 ２７日（金）運動会
１７日（火）前期委員会反省 ３０日（月）後期委員会発足
１９日（木）運動会全体練習 （４～６年）

＊＊夏季休業中もお世話になりました＊＊
ー保護者面談ー
７月２２日（月）～２６日（金）の５日間、お忙しい中、ま

た猛暑の中、保護者の方々に来校していただき保護者面談を実
施させていただきました。担任が全員の保護者の方々と面談を
することができ、一人一人の児童の学校やご家庭での様子を共
有することができました。今後の児童のよりよい学びにつなげ
ることができるよう、この面談を生かしていきたいと考えます。
お忙しいところ、ご協力とご理解ありがとうございました。

＊富岡市：Funglish Club・Funglish Camp＊
夏季休業中に「富岡市Funglish Club・Camp」が開催されました。この事業は、

市の推進する英語教育の一環として、小中学校に勤務するＡＬＴと一緒に英語を用
いながら、ワークショップやゲームなどを通して、英語に親しみ、積極的にコミュ
ニケーションを図ろうとする態度を養うことをねらいとしています。小野小学校の
児童も参加し、市内の児童生徒と交流や活動を通して、たくさんの英語に触れなが
ら、表現する活動を楽しむことができました。

ー２学期からお世話になります。ー
８月１日より育児休暇をとっていた以後﨑悠養護教諭が復帰をいたしました。ま

た、スクールカウンセラーとして樺沢雅弘先生が勤務となります。どうぞ、よろし
くお願いいたします。

＊児童の活躍＊
小野小スカイヤーズ（富岡ホークス合同チーム）がJAグループ群馬県杯第55回

県少年学童大会兼第48回県小学生総合体育大会で優勝を飾りました。おめでとうご
ざいました。

＊お知らせ＊
○テトルでも、お伝えさせていただきましたが、８月３１日（土）「ＰＴＡ親子ふ
れあい環境整備作業」を実施いたします。残暑の中、大変お世話になりますが、学
校の環境整備にご協力いただけたらと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

令和６年度「全国学力・学習状況調査」について新聞報道より
「学校現場 活用が定着」という見出しで、全国学力テストアンケートの結果から、

文部科学省が、端末の活用頻度が高い学校ほど授業の改善を進め、課題解決学習型の学
習に取り組む傾向があると発表しています。
しかし、小学校６年生の２割以上がスマートフォンでの動画視聴や交流サイト（SNS)

の閲覧に１日３時間以上費やしていることがわかり、SNS の利用が長いほど、平均正答
率が低い傾向が今回の調査で明らかとなりました。
端末タブレットの利点は、調べ学習などに活用することができるので、情報モラルに

配慮して自己管理能力を身に付けて、学習に役立ててほしいと思います。


